
物
( 全問 必 答)

第 1問  多 細胞生物の個体の形成に関する次の文章を読み,下 の問い(問1～ 4)に

答えよ。〔解答番号  1  ～ E王 コ〕(配点 20)

多細胞生物の体が形作られる際には,ァ 受精卵から体細胞分裂によって細胞数

が増えることが必要である。これに加えて,体 細胞分裂の方向は,体 の形を決める

のに重要な

また,ィ とによって,ゥ 異なる機

能をもつ様々な細胞ができる。こうした細胞は,似 たはたらきと形状をもつものが

集まって  工  を 形成する。さらに複数の
Eエ コ が相互に関連をもってまとま

ることで,高 度な機能をもつ  オ  と なる。ほ乳類な どの動物では,複 数の

I

はたらきをもつ。

個々の細胞が特定の時期,場 所で分化するこ

′ミ。

□オ 力  3

官
　
体

器
　
個

③

⑦

④ 器官系

オ が集まって一連のはたらきを分担して受けもつEカコをつくる。

間 1  工  ～
Eカ ヨ

に入る語として最も適当なものを,次 のO～ ⑦のうちか

らそれぞれ一つずつ選

工  1

0  細 月包系

⑤ 組 織

② 群 体

⑥ 組織系
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問 2 下 線部アに関して,次 のキ～スの図は,一 般的な体細胞分裂中の動物細胞の

様子を模式的に示したものである。ただし,明 らかに誤っている図が二つ含ま

れている。その誤っている図の組合せとして最も適当なものを,下 の0～ ◎の

うちから一つ選べ。

誤っている図の組合せ E王王コ
また,正 しい図を選んで細胞分裂の順序に従って並べたとき,は じめか ら2

番 目と4番 目の図の組合せ として最も適当なものを,下 の0～ ③のうちか ら一

つ選べ。

キ

サ

④

③

③

⑦

②

⑥

キー シ

ケー サ

クー ケ

コ ー ス

クー サ

サー シ

はじめか ら2番 目と4番 目の図の組合せ
 E玉 王コ

洛田月包れ反

0キ ーケ

⑤ ケーコ

◎ サース
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問 3 下線部イに関連して,多 細胞生物の発生過程では,一 部の細胞が死ぬことに

よって特定の機能をもつ構造を形成する場合がある。植物において, こうして

つ くられ る構造 として最 も適 当な ものを,次 の①
～

⑤の うちか ら一つ選べ。

0 根 毛 ② 柱 頭 ③ 師 管 ④ 道 管 ⑤ 気 孔

間 4 下 線部ウに関して,分 化した細胞の機能や形態,構 造についての記述として

最も適当なものを,次の0～⑥のうちから一つ選べ。  7

0 消 化酵素などを分泌する外分泌腺の腺細胞は,ゴ ルジ体が発達した細胞で

あり,血 管を取り囲むような閉じた袋の内償Jに並んでいる。

② ヒ ト内耳の半規管には感覚毛というべん毛をもつ細胞が存在し, このべん

毛がおおい膜とこすれることで,基 底膜の振動を音として感知する。

③ 神 経の軸索の末端には,興 奮を伝達するための神経伝達物質をためたシナ

プス小胞という特殊な構造体が含まれる。

④ ほ 乳類の骨細胞は,そ の細胞質に多量のカルシウムを含み,か つ,細 胞同

士が密に集まることで骨の機械的な強度を保っている。

⑤ 被 子植物の表皮細胞のほとんどは,孔 辺細胞にみられるように,光 合成を

行うための葉緑体をもつ。

⑥ 動 物の運動を担う筋肉細胞では,筋 原繊維に加えて,運 動に必要な酸索を

盛んに発生するミトコンドリアが発達している。

一- 40 -―
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第 2問  生殖と発生に関する次の文章(A・B)を読み,下の問い(問1～5)に答え

よ。解答番号 1 ～E5コ〕佃疎 20

A ほ 子L類と種子植物の生殖を比較すると,い くつかの共通点や相違点がみられ

る。どちらも,ltt雄の生殖器官でつくられた
ァ

雌性配偶子と雄性配偶子の受精

によって新 しい個体をつくる有性生殖を行う。ほ平L類では,雌 と雄が別個体(雌

雄異体)であり,雌 と雄を区別する性染色体がみられる。一方,多 くの種子植物

では,め しべとおしべが同一の個体, しかも同一の花の中に存在する。ただ,種

子植物にも,ィ 雌と雄が別個体 (雌雄異株)である種があり,性 染色体が確認さ

れているものもある。また,種 子植物には,ほ 平L類ではみられない
ゥ

無性生殖

を行うことができる種も多い。

問 1 下 線部アに関連して,ほ 乳類と種子植物の配偶子に関する記述として最も

適当なものを,次の0～④のうちから一つ選べ。  1

0 配 偶子の核相はすべて ,,であり,性 染色体の有無にかかわ らず,雌 雄

どちらの配偶子も染色体の組合せは 1種類である。

② 配 偶子の核相はすべて 角であるが,性 染色体のみられる種では,1町t雄

どちらか一方に異なる性染色体をもつ 2種類の配偶子がみられる。

③ 配 偶子の核相はすべて ,2であるが,性 染色体のみられる種では,ltlt雄

どちらにも異なる性染色体をもつ 2種類の配偶子がみられる。

④ 配 偶子の核相はすべて 2夕2であり,性 染色体の有無にかかわらず,雌 雄

どちらの配偶子も染色体の組合せは 1種類である。
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問 2 下線部イとウに当てはまる植物の例として最も適当な組合せを,次 の0～

⑥のうちから一つ選べ。  2

0 イチョウ   ジャガイモ

② イテョウ   トウモロコシ

③ カボチャ   オランダイチゴ

④ カボチャ   コムギ

⑤ ナズナ    オ ニユリ

⑥ ナズナ    エ ンドウ

- 4 3 -
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B ヒ トデはウエと同様に海産の無脊椎動物であり,発 生の実験によく用いられ

る。卵巣内の卵母細胞 (図1)は,付 属細胞に囲まれ,減 数分裂の途中で停止して

いるため,精 子を加えても受精しない。ヒトデの体内の別の組織から分泌される

物質 Xが 卵巣に作用すると卵母細胞の減数分裂が再開する。これを卵成熟とよ

ぶ。このとき,卵 巣内では,メ テルアデエンとよばれる物質が生成される。卵母

細胞は卵成熟後に付属細胞が退化し,卵 巣から放出される。その後,精 子を加え

ると受精し,1～ 2分後にェ受精膜が形成される。

////小

十癖弓浄日月包

夢円周1洛田丹包

卵巣の模式図 卵巣内の卵母細胞の模式図

図  1

ヒトデの発生における物質Xと メテルアデエンのはたらきを明らかにするた

めに, ヒトデの卵巣から付属細胞がついた卵母細胞をベトリ皿に取り出し,以 下

の実験 1～ 4を行った。

翻

一- 44 十一
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実験 1 付 属細胞がついた卵母細胞にメテルアデエンを添加したところ,付 属細

胞は退化し,減 数分裂が再開した。その後,精 子を添加すると受精し,受 精膜

が形成された。

実験 2 付 属細胞がついた卵母細胞に物質Xを 添加したところ,付 属細胞は退

化し,減 数分裂が再開した。その後,精 子を添加すると受精し,受 精膜が形成

された。物質 Xの 添加後,退 化する前の付属細胞を取 り出して分析したとこ

ろ,メ テルアデエンが検出された。

実験 3 付 属細胞をピンセットで取り除いた卵母細胞にメテルアデエンを添加し

たところ,減 数分裂が再開した。その後,精 子を添加すると受精し,受 精膜が

形成された。

実験 4 付 属細胞をピンセットで取り除いた卵母細胞に物質Xを 添加したとこ

ろ,減 数分裂は再開しなかった。その後,精 子を添加しても受精しなかった。

- 4 5 -
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問 3 実験 1～4の結果から考えられる記述として最も適当なものを,次 の0～

④のうちから一つ選べ。  3

0 メ テルアデエンは付属細胞の層を通過することはできないが,物 質Xは

付属細胞の層を通過することができる。

② メ テルアデエンは付属細胞への作用を介して卵成熟を引き起こすが,物

質 Xは 付属細胞とは関係なしに卵成熟を引き起こす。

③ 物 質 Xは ,付 属細胞の層を通過する際には変化 しないが,そ の後,卵

母細胞でメテルアデエンに変化することにより,卵 成熟を引き起こす。

④ 物 質 Xは 付属細胞に作用 し,こ の細胞で生成されたメテルアデエンが

卵母細胞に作用することにより,卵 成熟を引き起こす。

間 4 付 属細胞を取り除いた卵母細胞の細胞質に,顕 微鏡下でメテルアデエンを

直接注入したところ,卵 成熟は起 こらなかった。しかし,実 験 2の 物質 X

を作用させた後の卵母細胞の細胞質を注入したところ,卵 成熟が起こった。

これらの結果および実験 1～ 4の 結果から,メ テルアデエンの作用として考

えられる記述として最も適当なものを,次 の0～ ④のうちか ら一つ選べ。

0 卵 母細胞の細胞質内で作用 し,卵 成熟を引き起 こす因子を細胞質内に生

成させる。

② 卵 母細胞の細胞質内で作用 し,細 胞質内のメテルアデエンを増加させ,

卵成熟を引き起 こす。

③ 卵 母細胞の表面で作用 し,卵 成熟を引き起 こす因子を細胞質内に生成さ

せる。

④ 卵 母細胞の表面で作用 し,細 胞質内のメテルアデエンを増加させ,卵 成

熟を引き起 こす。
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問 5 下 線部工に関連 して, ヒトデやウエの受精膜の形成およびその前後の過程

に関する記述として誤っているものを,次の①～④のうちから一つ選べ。

0 受 精時に,精 子の先体は突起状に変化し,そ の部分で卵の細胞膜表面iと

接する。

② 受 精膜は,精 子の進入した部位から卵の細胞膜と細胞質が分離すること

により形成される。

③ 精 子が卵の表面に到達すると,卵 の表面が盛り上がり,そ の部分から精

子が卵に進入していく。

0 受 精膜の形成により,最 初に卵に入った精子以外の精子は卵に進入する

ことができなくなる。

- 4 7 -
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第 3問  遺伝に関する次の文章(A・B)を読み,下の問い(問1～6)に答えよ。

〔解答番号 1  ～E6コ〕(配点 20)

A 遺 伝子の本体であるDNAは 通常,二 重らせん構造をとっている。しかし,例

外的ではあるが,1本 鎖の構造をもつ DNAも 存在する。以下の表 1は,い ろい

ろな生物材料の DNAを 解析し,構 成要素(構成単位)であるA,G,C,Tの 数の

割合(%)と核 1個当たりの平均の DNA量 を比較したものである。

表 1

生物材料

DNA中 の各構成要素の

数の割合(%)

核 1個 当た りの

平均の DNA量

(×1 0 1 2 g )

ア

イ

ウ

エ

オ

力

キ

ク

ケ

コ

26。6

27.3

28.9

28,7

32.8

29.7

3 1 , 3

2 4 . 4

24.7

1 5 。1

23 . 1     2 2 . 9

2 2 , 7     2 2 . 8

2 1 . 0   2 1 . 1

22.1    22.0

17.7    17.3

20.8    20,4

18.5    17,3

2 4 . 7   1 8 . 4

26.0    25,7

34.9   35。 4

27.4

27.2

2990

27.2

32.2

29.1

32,9

32.5

23.6

1 4 , 6

95,1

3 4 . 7

6 . 4

3 . 3

1 . 8

― :データなし
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問 1 解析した10種類の生物材料(ア～コ)の中に, 1本鎖の構造のDNAを も

つものが一つ含まれている。最も適当なものを,次の0～◎のうちから一つ

選べ。  1

0 ア

⑥ 力

② イ

O キ

③ ウ

③ ク

④ エ

◎ ケ

⑤ オ

⑥ コ

問 2 核 1個当たりのDNA量 が記されている生物材料(ア～オ)の中に,同 じ生

物の肝臓に由来したものと精子に由来したものがそれぞれ一つずつ含まれて

いる。この生物の精子に出来したものとして最も適当なものを,次 の0～ ⑤

のうちから一つ選べ。E至コ

① ア ② イ ③ ウ ④ エ ⑤ オ

問 3 新 しいDNAサ ンプルを解析したところ,Tが Gの 2倍量含まれていた。

この DNAの 推定されるAの 割合として最も適当な値を,次 の①
～

⑥のうち

か ら一つ選べ。ただ し,こ のDNAは ,二 重 らせん構造 をとって いる。

3  %

016.7 ② 20。1 ③ 25,0 ④ 33。4 ⑤ 38,6 ⑥ 40.2

- 4 9 -
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B 遺 伝の現象には,メ ンデルの遺伝の法則に当てはまらないと思われる例が存在

するが, これらの現象も遺伝子の相互的な作用を考慮すると説明できる。例え

ば,毛 色が黄色のハツカネズミどうしを交配すると,黄 色と黒色のものが 2:1

の比で生じる。黒色どうしの交配では,黒 色だけが生じる。これは,黄 色の形質

を決定している遺伝子 Yが 黒色の遺伝子 yに 対 して  サ  で あり,遺 伝子型

YYの 個体は,生 まれてこないと仮定すると説明できる。Yの ように,発 生や成

長の過程で個体に死をもたらす遺伝子を致死遺伝子という。この場合,こ の致死

という形質に関 して,遺 伝子 Yは 遺伝子 yに 対 して  シ  で あることにな

る。

致死遺伝子は,植 物でも知られている。オオムギでは,葉 の色(黄,黄 緑,緑 )

が,1対 の対立遺伝子(P,1))により決定されている。緑色の個体の自家受精か

らは,緑 色の個体のみが生じ,黄 緑色の個体の自家受精からは,黄 :黄緑 :緑が

1:2:1の 割合で現れる。このような,菜 の色の形質に関するPと 1)の関係

を ス  と いう。しかし,黄 色の個体 (遺伝子型 PP)はクロロフィルを十分つ

くることができず,発 芽後 2週 間を過ぎると枯死するため,子 孫を残すことはで

きない。このことから,Pは  シ  の 致死作用があることになる。いま,こ の

遺伝子 Pと ,車 丈を決定する遺伝子 Qと の関係を調べるため,実 験 1・実験 2

を行った。ただし,Qは qに 対し優性で,草 丈が高くなり(高),劣 性のホモ接合

体 qqは 草丈が低くなる(低)。この草丈の形質は,発 芽後 1週間ほどで幼業 鞘の

長さから区別できる。

実験 1 葉 が黄緑色で草丈が高い個体(Cl)と,葉 が緑色で草丈が低い個体 (C2)

を交配したところ,次 世代では黄緑色で草丈が高い個体と,緑 色で草丈が高い

個体が 1:1で 分離した。

実験 2 実 験 1の交配から生じた個体から,黄 緑色で草丈が高い個体 (Dl)を選

び,自 家受精させ多数の種子を得た。

―- 50 -―
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問 4  サ  ～ Eス コ
に入る語の組合せ として最も適当なものを,次 の0～

ン

劣 性

劣 性

優 性

劣 性

優 性

優 性

劣 性

優 性

ス

複対立

連 鎖

不完全優性

複対立

複対立

不完全優性

不完全優性

連 鎖

③のうちから一つ選べ。  4

サ

① 優 性

② 劣 性

③ 優 性

④ 劣 性

⑤ 優 性

⑥ 劣 性

② 優 性

③ 劣 性

間 5 実 験 1の個体 Clの 遺伝子型 と個体 C2の 遺伝子型の組合せとして最も適

当なものを,次の0～③のうちから一つ選べ。  5

Cl

O  P l ) Q q

② Pl)QQ

③ Pl)QQ

④ ppQQ

⑤ ppqq

⑥ PPQQ

⑦ Pl)Qq

③ p p Q q

C 2

1)pqq

Pl)qq

ppqci

Ppq(1

pl〕Qq

pp(lq

Pl)QQ

PPQq

- 5 1 -
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問 6 実験 2で得られた個体 Dlの 自家受精種子を発芽させ,10日 後に表現型を

調査した。この時に予想される表現型の分離比として最も適当なものを,次

のO～ ③のうちから一つ選べ。ただし,葉 の色を決定する遺伝子と,草 丈を

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

決定する遺伝子はそれぞれ独立に遺伝するものとする。  6

十- 52 -一
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第 4問  環 境と動物の反応に関する次の文章(A・ B)を読み,下 の問い(問1～ 6)

に答えよ。〔解答番号  1  ～ E6コ 〕(配点 20)

体内や体外の環境の変化を受容して,す ばやい反応を引き起こすのA 動 物では,

は神経系であり,体 液の循環系を介して比較的ゆっくりとした反応を引き起こす

のは内分泌系である。間脳の一部である ア  に は,ホ ルモンを分泌する神経

分泌細胞が存在する。  ア  は
ィ

脳下垂体 と連絡するとともに,内 臓の活動

を調節している  ウ  の 中枢でもある。つまリェ体内の恒常性は,神 経系と

内分泌系の密接な協調により維持されている。

問 1 上 の文章中の  ア   ・ 十三 ウ ]に入る語の組合せとして最も適当なもの

を,次の0～⑥のうちから一つ選べ。  1

0 大 脳皮質      体 性神経系

② 大 脳皮質      自 律神経系

③ 視 床       体 性神経系

④ 視 床       自 律神経系

⑤ 視 床下部      体 性神経系

⑥ 視 床下部      自 律神経系

- 5 4 -
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問 2 下 線部イの脳下垂体からは様々なホルモンが分泌される。それらの作用を

調べるために, ラットを麻酔し,苦 痛のない状態で脳下垂体の摘出手術を行

い,そ の後の様子を観察した。脳下垂体を摘出した後,ラ ットに起こる変化

問 3 下 線

選べ。

として最も適当なものを,次の0～⑥のうちから一つ選べ。  2

0 尿量が増加する。

② 代訪lが盛んになる。

③ 成長が促進される。

④ パラトルモンの分泌が増加する。

⑤ 尊T瀞力ゞ肥大する。

⑥ 副甲状腺が肥大する。

中□
連する記述として正しいものを,次の0～④のうちから一つ

0 血 糖量が増加すると,交 感神経を介して含i警皮蟹からア ドレナリンが分

泌され,グ リコーゲンからグルコースヘの分解が促進される。

② 血 糖量が低下すると,副 交感神経を介して副腎皮質から鉱質コルチコイ

ドが分泌され,タ ンパク質からのグルコース合成が促進される。

③ 血 糖量が増加すると,副 交感神経を介 してすい臓のランゲルハンス島

B(β)細胞からのインスリン分泌が促進され,グ ルコースからグリコーゲ

ンが合成される。

④ 血 糖量が低下すると,交 感神経を介 してすい臓のランゲルハンス島

B(β)細胞からのグルカゴン分泌が促進され,グ リコーゲンからグルコー

スが合成される。

一- 55 -―
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B 視 覚は動物の行動に重要な役割を担っている。昆虫では,複 llRの視細胞で受容

された光刺激が,脳 のニューロンの興奮を経て,行 動を引き起こす。視細胞から

の信号を伝える脳のニューロンでは,反 応の大きさがしばしば昼夜で異なり,光

の少ない夜間には弱い光でも興奮するように調節されている。コオロギの脳にあ

る,視 細胞からの刺激を伝えるニューロンXの 反応について調べた。図 1は,暗

黒中で複限に異なる強さの光刺激を400ミ リ秒間与え, このニューロンXに 生じ

る反応をオシロスコープで記録したものである。さらに,い ろいろな強さの光刺

激を400ミ リ秒間与え,そ のとき生じる活動電位の発生回数を調べたところ,図

2の ような結果が得られた。

次に,ニ ューロンXの 昼夜の反応の違いを引き起こすしくみを調べるために,

昆虫の脳内に存在する化学物質Yを コオロギの脳に作用させた。その結果,夜 に

作用させると光刺激によって生じるニューロンXの 反応が低下し図 2の昼の反応

に近くなったが,昼 に作用させてもニューロンXの 反応はほとんど変化しなかっ

た。また, この化学物質Yの 作用を阻害する化学物質Zを コオロギの脳に作用さ

せたところ,昼 には光刺激によって生じるニューロンXの 反応が上昇し,図 2の

夜の反応に近くなることがわかった。夜には,化 学物質Zを 作用させてもニュー

ロンXの 反応の強さはほとんど変わらなかった。

光刺激の強さ

(相対値)

10

光刺激

300    400    500

時間 (ミリ秒)

図  1

600 800
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間 4 図 1の結果か ら考えられる,光 刺激に対するニューロンXの 反応に関する

記述 として最 も適 当な ものを,次 の0～ ⑤のうちか ら一つ選べ。  4

① 光 刺激の強さに応じて静止電位が大きくなる。

② 光 刺激が強くなると反応の関値が上昇する。

③ 光 刺激が強くなると反応の潜伏期が短くなる。

④ 光 刺激中の活動電位の発生頻度は一定である。

③ 光 刺激をやめても,100ミ リ秒以上反応が続く。

問 5 図 2の結果から考えられる,光 刺激に対するニューロンXの 反応に関する

記述 として最 も適 当な ものを,次 の0～ ④の うちか ら一つ選べ。  5

0 光 刺激の強さが 102から106の範囲では,同 じ光刺激の強さにおいて,

ニューロンXの 昼の反応の大きさと夜の反応の大きさの比は常に一定であ

る。

② ニ ューロンXの 間値は夜に比べ昼に低下している。

③ 104の 光刺激の強さでは,ニ ュー ロンXの 昼の反応は夜の反応の約

60%で ある。

④ 昼 に400ミ リ秒当たり30回の活動電位を引き起こす光刺激の強さは,

夜の約 1000倍である。

一- 58 十一
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間 6 化 学物質Yや 化学物質 Zを 作用させた結果か ら考え られる,化 学物質 Y

に関する記述 として最 も適当なものを,次 の0～ ④のうちか ら一つ選べ。

① 化 学物質Yは 夜に分泌され,

する。

② 化 学物質Yは 夜に分泌され,

③ 化 学物質Yは 昼に分泌され,

させる。

④ 化 学物質Yは 昼に分泌され,

光刺激に対するニューロンXの 反応を増強

ニューロンXの 間値を上昇させる。

光刺激に対するニューロンXの 反応を低下

ニューロンXの 間値を低下させる。

―- 59 -―
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第 5問  環境と植物の反応に関する次の文章(A・B)を読み,下の問い(問1～4)

に答えよ。〔解答番号  1  ～ E4コ 〕(配点 20)

A 光 合成は,光 のエネルギーを使って,二 酸化炭素と水からデンプンなどの有機

物を合成するとともに,酸 素を放出する反応である。光合成の速度は,照 射され

る光の強さのほか,温 度,二 酸化炭素濃度など様々な環境要因の影響を受ける。

ある種の植物を十分に高い二酸化炭素濃度のもとで, 5℃ ,15℃ ,25℃ ,ま

たは 35℃ に保温 し,照 射する光の強さを変えて二酸化炭素吸収速度を測定 し

た。測定の結果 をまとめる と図 1の ようになった。また,各 温度 における

ア  を 図 1か ら求めて,グ ラフにまとめると,図 2の ようになった。同様に

各温度における イ  を グラフにまとめると,図 3の ようになった。ただし,

植物には水分などの光合成に必要な要素は十分に与えられていたものとする。ま

た,各 温度における呼吸の速度は光の強さによらず一定であるものとする。

―■チサ;     … …
:  /   i

1 / ―
~ T ~ ~ ~ = ~ ~ ~ ~ | ~ 3 5 ℃

1……え/1TT十 =百=丁===ずT…
″ノ

/

ん/ / 1  1
/  …

…… i ……………■……………十………… 1  …………■……………

6

光 の強さは目対値)

図  1

一

二
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対
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）
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5     15    25    35

温度 (℃)

図  3

5     15    25    35

温度 (℃)

図 2

問 1 こ の植物の光合成に関して,図 1か ら考えられることの記述として誤って

いるものを,次の0～⑥のうちから一つ選べ。ただし,光の強さは10を超

えないものとし,温 度は 5～ 35℃ の範囲で考えるものとする。  1

0 +分 に強い光が照射されているとき,15℃ に保温 した植物と25℃ に

保温した植物の光合成速度はほぽ等しい。

② 光 の強さが 1よ りも小さいときは,光 の強さは光合成速度の限定要因で

あるが,温 度は限定要因ではない。

③ 強 さが 3の光が照射されたとき, 5℃ に保温した植物と25℃ に保温し

た植物の時間当たりの有機物の蓄積量はほぼ等しい。

④ 光 の強さが 1よ りも小さいときは,温 度の違いによって生じる二酸化炭

素吸収速度の差は,呼 吸速度の差にほぽ等しい。

⑤ 強 さが 0.5の光が照射されたとき,35℃ に保温した植物では,呼 吸に

よる有機物の消費が光合成による生産を上まわっている。

⑥ 光 の強さが 8よ りも大きいときは,温 度は光合成速度の限定要因である

が,光 の強さは限定要因ではない。

- 6 1 -
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問 2上 の文章叫J ,お よび図 2・図 3の中の ア  ・ 匡 イコ
に入る語句の組

合せとして最も適当なものを,次の0～③のうちから一つ選べ。ただし,

図 2や 図 3に おける相対1直は図 1の ものと同じであることとする。  2

ア

0 最大の光合成速度

② 補償点

③ 光飽和点

④ 呼吸速度

⑤ 最大の光合成速度

⑥ 補償点

② 光飽和点

③ 呼吸速度

イ

補償点

呼吸速度

最大の光合成速度

光飽和点

光飽和点

最大の光合成速度

呼吸速度

補償点
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B 植 物が花芽を形成する時期は日長の影響を受けることが多い。花芽形成と日長

の関係から,植 物を主に長日植物,短 日植物,中 性植物に分けることができる。

一般に植物は適切な日長のもとにおかれると,花 芽を形成させる物質をつくると

考えられ, この物質はフロリゲンまたは花成ホルモンとよばれている。アサガオ

は短日植物であり,短 日条件下で容易に花を咲かせるが,同 じヒルガオ科の短日

植物であるサツマイモは, 自然条件下では一般には花を咲かせにくい。しかし,

アサガオに接ぎ木して,短 日条件におくと,花 を咲かせることができる。この現

象もフロリゲンのはたらきで説明されている。このことに関連して,以 下の実験

1を行った。

実験 1 子 栗より上の茎を切除したアサガオの芽ばえに,根 を切除したサツマイ

モの芽ばえを接ぎ木した(図4b～ f, h～ k)。 これらの接ぎ木植物のうちの

あるものは,さ らに以下の 3通 りの処理を行つた。

(1)ア サガオの子葉を切除した(c, i)。

(2)サ ツマイモの子葉および葉を切除した(d, j)。

(3)ア サガオの根を切除し,子 栗より上の茎を切除した別のサツマイモに接

ぎ木した(e, k)。

また,あ る接ざ木植物は,ア サガオの子菜だけに光があたらないようにアル

ミホイルでおおい,子 業だけを短日条件にした(f)。

これらの接ぎ木植物と,接 ぎ木しないサツマイモの芽ばえaと gを 長日条件

(a～ f)または短日条件(g～ k)で育てた。

以上の結果,接 ぎ木植物 f, h, jお よびkの サツマイモに花芽が形成され

た。

- 6 4 -
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/葉

サツマイモの

芽ばえ

,

サツマイモの

花芽

アルミホイル

生物 I

アサガオの芽ばえ

(子菜より上の茎は

切除してある)

図 4
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問 3 次 の文ウ～クはアサガオのフロリゲンに関する記述である。実験 1の結果

からいえることを述べた文の組合せとして最も適当なものを,下 の0～ ③の

うちか ら一つ選べ。  3

ウ フ ロリゲンは子葉が短日条件に置かれたときだけ,つ くられる。

エ フ ロリゲンは子葉が長日条件に置かれたときも,つ くられる。

オ フ ロリゲンは短日条件でだけ,茎 の中を移動できる。

カ フ ロリゲンは長日条件でも,茎 の中を移動できる。

キ フ ロリゲンは短日条件の芽(茎頂分裂組織)だけを花芽にする。

ク フ ロリゲンは長日条件の芽(茎頂分裂組織)も花芽にする。

組合せ

0 ウ, オ, キ

② ウ, オ, ク

③ ウ, 力, キ

④ ウ, 力, ク

⑤ 工, オ, キ

⑥ 工, オ, ク

② 工, 力, キ

③ 工, 力, ク
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問 4 実 験 1の接ぎ木植物eを短日条件下に置き,以 下のような処理を行った。

サツマイモに花芽が形成されないのはどのような処理を行ったときか。最も

適当なものを,次の0～⑥のうちから一つ選べ。  4

0 暗 期の中央でアサガオより上のサツマイモの子葉と葉だけに短時間の光

を照射した。

② H旨期の中央でアサガオより下のサツマイモの子葉だけに短時間の光を照

射した。

③ 暗 期の中央でアサガオの子葉だけに短時間の光を照射した。

④ 明 期の中央でアサガオより上のサツマイモの子葉と菜だけをアルミホイ

ルでおおって,光 を短時間 遮った。

⑤ 明期の中央でアサガオより下のサツマイモの子葉だけをアルミホイルで

おおって,光 を短時間遮った。

⑥ 明 期の中央でアサガオの子葉だけをアルミホイルでおおって,光 を短時

間遮った。
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